
 

相手を思う気持ち 
         副校長 中田 康子 

 

 令和７年度が始まり、１か月がたとうとしています。新しい出会いや環境の中、子どもたちは自分の力でしっか

りと歩み進めています。昨年度末には下校庭が完成し、新年度の下校庭での外遊びが本格的に始まりました。休み

時間を知らせるチャイムの後、昇降口から笑顔で外に出てくる子どもの姿は、こちらまでうれしい気持ちにさせて

くれます。無事に新年度のスタートが切れたのも、保護者や地域のみなさまのおかげと大変感謝しております。 

 ４月１６日（水）に「１年生を迎える会」が行われました。２年生から６年生が１年生を汐見台小学校の仲間と

して迎える会です。少し緊張しながらも、嬉しそうに体育館へ入場する１年生の姿を全校で見守ります。体育館は

温かい空気に包まれていました。昨年度のうちから新しい１年生のためにどんな「迎える会」にするのかを代表委

員会で話し合い、準備をしてきました。学校のことを知ってもらうためにクイズを考えたり、校歌の歌詞やペンダ

ントをプレゼントしたりと１年生のためを思った活動は汐見台小学校の学校教育目標「人やものに豊かにかかわ

り、ともに未来を創る子」を体現しているものです。相手を大切にしようとする気持ちをこの会で見ることができ

ました。１年生代表からの言葉では、これからの学校生活について「どんなことをするのか教えてください。」と

ありました。この言葉に対して、「いいよ。」という言葉があちらこちらから聞こえ、ほほえましくも頼もしく感

じる一幕でした。この先の学校生活の中で不安になることや困ってしまうこと

があるかもしれません。そんな時にも頼もしい先輩、友達がついていてくれる

ことをどの子にも感じてほしいなと切に思います。また、教職員一同、人と人

とのつながりを大切にしながら、学校が子どもたちにとって「楽しい」と思え

る場になるよう努めてまいります。 

保護者の皆様も困りごとや不安なことなどありましたら、ご相談ください。

お子さんにとってよりよい方法について一緒に考えていきましょう。 
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汐見の和 
 

 スタートカリキュラム「なかよしタイム」 

 昨年度も学校だよりの５月号で紹介させていただきましたが、今年度も幼稚園、保育園を卒園した子ど

もたちがスムーズに小学校生活に慣れていくことができるよう「スタートカリキュラム『なかよしタイム』」

を実施しています。入学式の翌日から始まったのですが、朝の支度が終わるとすぐになかよしタイムが始

まります。初日は担任の先生の話をよく聞き朝の支度を行い、先生の指示があるまで姿勢よく座っている

子どもの姿がありました。「体育館やなかよしルームで遊んできていいよ。」と声がかかると、何ができる

のだろうかという表情で先生の後をついていきます。日がたつにつれて、朝の支度も早くなり、支度が終

わった人からなかよしタイムに向かいます。過ごし方も人それぞれです。学校教育ボランティアの方々の

お力を借りながら、フラフープ、ブロック、ボール、折り紙、絵本など、それぞれが自分のしたいことを選

び、自分のペースで過ごします。１年生は、小学校では１番小さな学年ですが、できることはたくさんあ

ると思います。園での経験を生かし、小学校の新しい活動に安心して取り組めるよう「なかよしタイム」

があり、この活動が、学校生活への安心感や自信につながっていくと考えています。これからたてわり活

動も始まります。１年生も汐見台小学校の一員として、自分でできることをすすんで行っていけるように、

学校全体で支えていきたいと思います。 


